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卒業・進級おめでとう。      
 寒暖の差が大きく、強風も吹き荒れ、空気は乾燥、花粉も飛び交う今日この頃です。 

インフルエンザの流行を見ても、健康状態の維持についてはまだまだ気が抜けません。 

皆様、いかがお過ごしでしょうか？ 桜の開花を待っているところですが、校庭の桜 

を見上げてみても、花びらがほころび始めるのはもう少し先のようです。とはいえ、早いもの 

で卒業や進級、そして「出会い」と「別れ」の時期となり、確実に季節は移り変わっていることを 

実感します。 

 ２２日（金）には、６年生６４名が卒業し、２６日（火）には１年生から５年生がこの１年間の 

学びの課程を修了。４月からは一つ進級します。 

 あらためて、卒業おめでとうございます。そして、進級おめでとうございます。 

 春休みは、新年度からよりよいスタートを切れるように、心と体の準備もしていきましょう。 

【１年間を振り返り返って】～みんな きらきら 上尾小 笑顔いっぱい 元気いっぱい～ 

 ・自分の力を高めよう、伸ばそう、チャレンジしよう、という児童が増えてきました。何かを始 

 めよう、がんばってみよう、と考える時のきっかけは「やる気」です。そして、そのきっかけを 

つくってあげるのが、私たち教員であり、保護者の皆様です。 

  学校では、引き続き、子供を育てる四つのステップ「自覚・自信・自主・自律」をもとに、子供たち 

を支援してまいります。 

 ・上尾小の児童は、挨拶が素晴らしいですね。登校時の朝の挨拶からはじまり、 

校舎内での挨拶や下校時の挨拶も、自ら進んで挨拶ができる児童が増えています。 

また、校内で作業をしている人に対して「いつもありがとうございます。」 

「お疲れ様です。」「手伝いましょうか？」といった声をかけてくれる児童もいます。 

挨拶は、人と人との関係をつくる第一歩。素敵な挨拶が響き合う学校をこれからも目指したいと思い 

  ます。今年もたくさんの「あいさつ名人」が誕生しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一年間、ありがとうございました。今後も教職員一同「工夫・改善」を心がけながら子供たちを支援 

 してまいります。 

 

令和６年３月 22・26日発行 校長 島宗 央 学校教育目標 

心を大切にする児童の育成 

（知）ねばり強く学ぶ子 
（徳）思いやりのある子 
（体）明るく元気な子 

２月朝会 

「凡事徹底」 当たり前のこと

を当たり前にできるようにな

ってほしい。でも、その前に、

当たり前のことを当たり前と

考えられるように意識してい

きましょうと話をしました。そ

して、「上尾小 凡事徹底十箇

条」を紹介。 

第３学期始業式 

「言葉は心」 言葉は、使う人

の表情や態度、使い方、言葉の

順番などによって、また、相手

や場面によって伝わり方が違

うことがあることを話題とし

ました。そして、北原白秋さん

の「ひとつのことば」という詩

を紹介しました。 

３月朝会 

「あらためて生活を見直そう」 

５月の学校だよりでも紹介し

た「５S＋１Ｋ（整理・整頓・清

掃・生活・習慣＋工夫・改善）」

について、あらためて紹介し、年

度末最後となる１か月、生活を

見直してレベルアップを図った

上で、進学・進級しようという意

欲を高めました。 

上尾小の自慢できる

ところです！ 


